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活動の 目 的 を意識 した合意形成の在り方の追究
目 的の確認 と 議論の可視化 に よ る話 し合いの質の向上 を 目 指 し て ー
史1守
学校現場は， 話 し合い と 合意形成の連続に よ っ て成 り 立っ てい る。 本研究では， 年齢構
成上中間に位置する筆者が， 話 し合いの際， 職員 ど う しの意欲 と 知見を ど う 引 き 出すかを
検討 した。 具体的な手段 と して， 目 的の確認 と 議論の可視化を取 り 入れた。 こ れ ら の活動
を通 し， 話 し合いの質を向上 させ， 適切な合意形成に王 らせる こ と をね ら っ た。 そ う する
こ と で， 教育活動を充実さ せ， 学校の持つ力の向上を図っ た。
ム 『，
学校力開発 コ ース ( 1 02209 18)
1 問題の所在 と 方法
(1) 問題の所在及。明究の背景
学校現場は， 児童数や学級数の減少， それに と
も な う 職員の減少， 新 しい学習内容への対応， 特
別な支援を要する児童の増加， 地域や保護者の意
識の多様化， 社会の要請の増大な どに よ り ， 様々
な問題解決を迫 られている。
学校では， それ ら の対応策や解決策を考案する
こ と が求め られ、 話 し合いに多く の時間を割いて
いる状況にある。 学校現場は， 話 し合い と 合意 形
成の連続に よ っ て成 り 立っ てお り ， 同僚同士の話
し合いを質的に高めてい く こ と が， よ り よ い学校
運営の鍵と なる こ と を示 している。
筆者が平成 23 年 1 月 ， 山形県内A地区 30 校の
小中学校に所属する 中堅教員 58 名 を対象に， 校内
での話 し合いの現状 と 教師の意識についてア ンケ
ー ト調査を した と こ ろ， 以下の よ う な結果を得た。
①話 し合いの場で発言力 の あ る 教員が リ ー ドする
話 し合いがな さ れた と き ， その後の取 り 組みに負
の影響が出 る傾向が強い。
②話 し合いの前提であ る 活動の 「 目 的j が遊離 し
「手段」 のみが検討される こ と が， 児童 ・ 生徒へ
の教育効果の低下につなが る のではなし 、か と 懸念
している。
③長期的な も の と 比べ， 短期的スパンで活動する
う えでの 目 標や指針は， 浸透 していない こ と が多
い。 し か し， 目 標や指針が共通理解 さ れる こ と は，
児童 ・ 生徒に も教師に も よ い影響を及ぼす と 感 じ
ている教員は多い。
こ れ ら の結果か ら， 話 し合いの場を充実 さ せ全
職員が当事者意識を持ち， 有機的 に連携を組んで
学校力
活動にあたれる よ う ， 何 ら かの手立てを取 り ， 全
職員の納得を得た合意に至る よ う 配慮する必要が
あ る こ と が分かる。
(2) 研究の 目 的
話 し合いの質を向 上 さ せ， 適切な合意形成に至
らせる手立て を試みる こ と で， 学校力 (学校の持
つ力) を向上 さ せる。 学校においては， 職員の集
団指導力が最大の資源だ と 考える。 それ ら を有効
活用する ために， 価自由潰リ造や問題解決にあた る 際
の適切な教員開 コ ミ ュ ニケー シ ョ ンが重要であ る 。
(3) 研究の方法
職員の 中で年齢構成上中 間 に位置 し上学年ブ ロ
ッ クの主任的立場， 研究主任 と いっ た筆者の役割
をふま え， 積極的に話 し合いの場を設定 し運営す
る。 話 し合いの質の向上を 図 る ために行っ た 目 的
の確認 と 議論の可視化及び発言促進者や共創支援
者 と してかかわる こ と が， 合意形成に ど う 作用 し
たかについて実践内容 と 実践後の変容を検討する。
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2 先行研究の検討
(1) 議論の可視化の学校現場への導入
ち ょ ん (2009) は， フ ァ シ リ テータ ー養成の仕事
をする傍 ら学校に赴き ， 会議においてホ ワ イ ト ボ
ー ドを用いた 「意見の可視化J を試みてい る (ホ
ワ イ ト ボ} ド ・ ミ ーテ ィ ング) 。 教育相談や行事の
準備， 学年会議において ホ ワ イ ト ボー ド ・ ミ ーテ
イ ングを実施 し， 発散 ・ 収束 ・ 活用の循環を経て
問題解決を行った。 ま た， 意見の可視化には次の
よ う な長所があ り ， 学校の最終利益享受者であ る
児童 ・ 生徒の育ちゃ学びを育むのに有効であ る と
述べている。
- 会議において能動的な参加を促 し， 自 由 で生産
的な議論を生 じ させる。
・ 良好な コ ミ ュ ニケーシ ョ ンを形成 し， 一人一人
が貢献でき る会議になる。
- 経験知や暗黙知の差をな く し (標準化) ， 見通 し
を持っ たチームフ。 レーを生 じ させる0
・ 意見の共有 と 融合が図 られ， 参会者が動き 出せ
る 目 標や具体的な行動が決ま る会議にな る 。
ま た， 進行役の フ ァ シ リ テー タ ー について， íフ
ァ シ リ テータ ーは一人一人の力 を引 き 出 し， 共有
さ せ， ゴ}ルに向かっ て歩みを積み重ねる進行役。
安心 ・ 安全の場づ く り に努めて， 人 と 人 と を効果
的につな ぐ人。 j と 定義 し， 留意する こ と について
以下の点を挙げている。
・ 「 と い う と J í具体的にはJ íイ メ ー ジは」 な どの
オーフ。ン ク ェス チ ョ ンで掘 り 下げて引 き 出す。
- 好意的な関心 を も っ。
・ ゴール ( 目 的) と ルールを共有 し， ゴールは文
字で示す。
(2) 目 的分析と 問題解決の技法
武 田 (2011) は， 教師の ラ イ フ ワ ー ク において，
主任ク ラ ス の年代の必要事項は 「職員理解」 で，
キ} ワ ー ドは 「フ ァ シ リ テーシ ョ ンj と 述べてい
る。 JICA の開発援助プロ ジェ ク ト の運営管理を し
て き た見地 と フ ァ シ リ テーシ ョ ンの理論を応用 し，
問題解決の手法を開発 した。
問題 (課題) を解決 (発見) するための解決プ
ロ セスや知識創造技法を探究 し， グノレーフ。ワーク
に活用でき る こ と ， 活用力の要素が強い こ と の観
点 で 9 技法を選出 している。 思考力 を 高め る た め
に ， SWOT や ピラ ミ ッ ドス ト ラ ク チャ ー (帰納的推
論 を用 いて結論を導 く 樹形図) ， シス テム思考法，
衆 目 評価法， 階層分析法を活用 している。 また，
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表現力を高める技法 と して， マイ ン ドマ ッ プや ロ
グフ レーム (計画概要表) を紹介 している。 さ ら
に， 問題分析， 目 的分析， 計画選択の際に ロ ジ ッ
ク ツ リ ーを用い， 先の知官能創造技法 と 融合 さ せて，
問題解決を図っ ている。 具体的には， P T A活動
のマ ンネ リ 化対策， 校是校訓の制定 ・ 見直 し， H
R運営において成果が あ っ た こ と を著書で紹介 し
ている。
3 実践と 結果
(1) 学校研究での取組み
①研究を構想する段階での話 し合い
a ) 時期 と その背景
年度始めの 4 月 上旬， 次年度に公開授業研究会
を控え， 学校研究の内容を更新する機運が高ま っ
ていた。 所属校での職員数は学級制誌に よ り 2 名
の減。 必然的に， 話 し合いでの各々 の発言の重み
は重 く な る。 これま での話 し合いの反省をふま え，
ベテ ラ ン教員のみな らず， 若手教員， 養護教諭，
支援員それぞれが思いや意見を出 し合 う よ う に し
ていき たい と 考えた。 研究主任 と し 、 う 立場をいか
し， 研究の 目 的の確認 と 方向性の検討を， 発言促
進者 と しての位置づけで進めてい き たい と 考えた。
b ) 実践内容
ア . 準備
まず， 協議事項 と 時間配分及びグラ ン ドノレーノレ
を考えた。 前年度の研究の成果や課題の要点を箇
条書き に したポス タ ー と 記録用 のマーカ ーを準備
した。 さ ら に， 視線がホ ワ イ ト ボー ドに集中する
よ う ボー ド と 椅子を向かい合 う よ う に した。
イ . 話 し合いの実際
函園 管理職， 担任， 養護教諭jほか合計 9 名
. 話 し合いのながれ
学校研究の 目 的の石鶴忍 (20 分→後 日 に)
並 リ ソースの在留忍 (5 分)
ili つけたい力 の石信志 (10 分)
w 研究の方向性 (20 分)
- グラ ン ドノレール 「思い浮かんだこ と は どん どん
口 にする」
話 し合いの開始時刻が遅れ， dこついて検討す
る 時聞が と れなかっ た。 1V に時間 をかけ る た め に
並 か ら 話 し合いを開始 した。 前年度の研究の成果
か ら 引用 し要点化 した も のを掲示 しなが ら確認 し
た。 その後， ほかに育っ た こ と はないか， も と も
と あ る よ さ はなし 1かラ ンダムに聞いてみた。 続い
て， 前年度の課題を箇条書き した も のを提示 し確
認 した。 さ ら に， つけたい力 を改めて共有する時
間 を取っ た。
最後に時間 を と り ) r研究の方向性を展望するj
と い う 収束軸を も と に， これま で出た意見を参考
に し な が ら ざっ く ば ら ん に思いや願い を 出 し て
も ら い最後にま と めた。 その後， 筆者 (研究主任)
は， こ の話 し合いを受け， 学校研究構想、の原案の
作成に入っ た。 職員個々 の願い と ， それを実現す
る た め に 参考 と な る 実践事例や理論 と を結び付
け約 1 ヵ 月 後に提案 した。
i については後 日 全職員 に挙げて も ら い樹形
図に整理 した。
c ) その後の様子
重要だが， あま り 吟味 さ れて こ なかっ た こ と を
立ち止ま っ て考える機会を設 け る こ と に よ り ， 共
通 して認識 してい る と こ ろや認識の違いをつかむ
こ と ができた。 ま た， こ れ ら の段階を経て 「みん
なで:創る学校研究」 と い う 意識 も 強化 さ れた。
樹形閣 に整理 し た も の は文章化 し学校研究構
想に組み込んだ。 あ る教員 か ら は 「研究の 目 的が
整理さ れ， 実行する側に と っ て と て も分か り やす
く なっ た。 J と の評価を得た。
' Jみなさんから頂いた付当事をもとに.
。 学技研究の目的やも た ら される効果を
: 監理してみま し た
Cだゆ
図2. 研究の 目 的を樹形図に表わ したもの
②事後研究会での話 し合い
a ) 時期 と その背景
年 4 回， 一人 2 回ずつの授業提案を行っ たO 担
任団か ら従来の事後研究会の形態で実施 したい と
い う 要望が あ っ た。 そ こ で) r授業への感想を付筆
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に書いてはるJ と し 1 う 活動を踏襲 し話 し合っ た。
本校では， 共感的な意見 と 建設的な意見 (授業
者の実践を尊重 した上での批判的な意見) に分け
て感想を書いている。 授業者一人につき 3 "'-' 4 枚
程度書いている が， じっ く り 考えて書 く ので事後
研究会の冒頭 15"'-'20 分は黙々 と 付筆に向か う 時
間になる。 時間を割いて書かれた付塞が， 話 し合
いではいか し き れていない と い う 反省があっ たの
で， まず， 建設的な意見に焦点を当てて話 し合い
を進め る と し づ 手立てを取る こ と に した。
b ) 実践内容
ア. 準備
指導案の本時の指導を拡大 コ ピー した も の と 2
色の付筆 を準備 した。 拡大指導案をは り キー ワ ー
ドを書き 込 め る 余 白 が ある移動式の黒板やホ ワ イ
ト ボー ドを準備 した。 授業者一人当 た り の協議時
間 と ， 上記の よ う な付筆の活用方法を考えてから
話 し合いに臨んだ。
イ . 話 し合いの実際
園園 管理職， 担任， 養護教諭ほか合計 9 名
(指導主事招璃授業研究会の と き は 11 名)
建設的な意見を起点 と して話 し合 う こ と で， 気
づき を広げ深め る こ と ができた。 また， 授業者が
授業に こ めた願いに主眼を置き ， 子 ども の姿で語
る形を と っ た。 そ こ で多 く の意見を出 し て も ら い，
会の終盤で研究の視点に立ち戻る (収束) と い う
ながれを と っ た。 助言を受けた後に， 授業者に今
後の授業展望な どを語っ て も ら っ たO 参会者は，
工夫を凝 ら し よ く 練 られた授業を参観する こ と に
刺激を受け， 授業者は， これま で構想 した こ と や
実践 した こ と に充実感を抱いていた。 と も に尊重
し合 う 温かし 1関係性の中 で語 られる事前 ・ 事後研
究の よ さ を再確認 した。
写真 1 . 使用 した拡大指導薬と 記述
c ) その後の様子
付筆は用紙には り ， 複写 した も の を授業者に渡
した。 授業者が こ の形式の事後研究会の形式を望
むのは， 参観者一人一人の感想が授業評価に も な
り ， 成果 と 課題をま と め る う えでの資源 と な っ て
い る こ と も挙げられる。 そ して， 共感的な感想に
勇気づけ られ， 今後の授業を構想する う えでの資
源 と して も活用 されていた。
③年度をま と め次年度を展望する話 し合い
a ) 時期 と その背景
12 月 下旬， 全職員で子 ど も たちの育ちの確認 と
研究の方向性について話 し合 う こ と が計画さ れて
いた。 当 日 ， 筆者は研究主任 と して進行役 と な る
こ と になっ ていた。 来年度の公開授業研究会を見
据え， どの職員か ら も く ま な く 意見を出 してほ し
かったので， 議論の可視化を試みる と と も に， 事
前に話 し合 う 内容を伝えてか ら会に臨んだ。
b ) 実践内容
ア. 準備
メ モ代わ り に渡 した用紙を拡大印刷 してホ ワ イ
ト ボー ド、の両面にはっ たo 方向性が定ま り やすい
よ う 協議事項は以下の よ う に設定 した。
・ 目 的 子 ど も たちの現時点での姿を と ら え る
・ グラ ン ドノレール 子 ど も の実際の姿で語 り 合 う
. 話 し合いのながれ
年度当初確認 し た こ と に照 ら して
品 研究を通 じてめ ざす子 ど も像に照 ら して
m 以上の点か ら研究の視点は ど う だっ たか
lV 子 ど も の学び と 育ち を支 え る た め全校で
指導 してき た こ と に関 して (情報交換)
イ . 話 し合いの実際
匿国 管理職， 担任， 養護教諭ほ始計 8 名
議論の可視化が 日 常化 しつつあっ たので， 会の
冒頭か ら活発な意見が交わ された。 筆者 と して は，
発言促進者 と しての立場に加え， 共創支援者 と し
ての立場に重き を置いた。 そ こ で、， 特別支援児の
自 習指導で研究授業を参観する こ と のでき なかっ
た養護教諭 と 特別支援教育支援員には 「 目 指す子
ど も像に照 ら してみての児童の変容」 と い う 切 り
口 で話 して も ら っ た。 そ して， 出た意見を関連付
けた り 広げた り しなが ら参加者全員に発言を促 し
た。 それぞ、れの立場や役割を越えて子 ど も の育ち
ゃ課題な どが数多 く 出 さ れた。 話 し始めの段階で
「学校での様子の総体で話すのか， 自 分の担任 し
ている学級で話すのか」 と い う 疑問が参会者か ら
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出 さ れた。 視点を明確にする必要があ っ た と 反省
した。
c ) その後の様子
研究の成果と 課題を全員で共有する こ と ができ
た。 研究主任の筆者に と っ ては， 来年度の学校研
究を展望する う えで、大いに参考になっ た。 また，
各 自研究紀要の原稿をま と め る上で、の参考になっ
ていた よ う だ、っ た。 また， ホ ワ イ ト ボー ドに記録
した意見は コ ピー し， 文書フ ァ イ ルに保存する と
と も に， 欠席者に説明する ための資料と した。
写真2. 使用 した拡大 メ モ と 記述
(2) 行事を運営する上での話 し合い (修学旅行)
a ) 時期 と その背景
先の震災 に よ り 初夏に実施 している修学旅行を
秋に実施する こ と になった。 7 月 ， 児童に対 して
旅行のオ リ エンテーシ ョ ンをする前に， 引率者で
打合せの時間を取っ た。 年齢的経験的な理由で筆
者が主担当 をする こ と になった。
b ) 実践内容
ア . 準備
ま ず， 話 し合 う 場 と 時間 を確保 し， 次に指導要
領解説書を準備 した。 担任団 3 名 での話 し合い と
な る ため， 記録はA3 サイ ズの用紙に筆者がする
こ と に し適時確認に用いた。
イ . 話 し合いの実際 1 (企画段階)
函画 引率する学級担任 3 名
引率者で修学旅行の 目 的を確認 した。 その際，
指導要領解説書 「特別活動J 編の記述 1 (4) ア遠
足 ・ 集団宿泊的行事のね ら い と 内容j を参考に し
た。 長文で内容が捉えに く かったので， 区切っ て
短文化 した。 (/は区切っ た と こ ろ)
- 校外の豊かな 自 然や文化に触れる体験を通 して
学習活動を充実発展 さ せる。
- 校外にお け る集団活動を通 して， 教師 と 児童相
互の人間的な触れ合いを深める。 /楽 しい思い出
をつ く る。
- 集団生活を通 して， 基本的な生活習慣や公衆道
徳な どについての体験を積む。 /互いを思いや り
共に協力 し合っ た り する な どの人間関係を築 く 。
上記の よ う なね ら い を職員 間 で確認 した う え
で， 修学旅行参加児童を対象にオ リ エ ンテーシ ョ
ンを実施 した。 ま ず， 1修学旅行はそ も そ も何のた
め に あ る のか」 を 聞い， 旅行の 臣 的を確認 した。
驚いた こ と に， 引率者会で確認 した修学旅行の 目
的の全てが児童か ら 出 された。 その 目 的を も と に
旅行中の注意点を出 し合い， ま と めた こ と を しお
り に記 し行動 目 標 と した。
c ) その後の様子
目 的が明確に な っ た こ と で， 引率者側は見通 し
を も っ て企画 ・ 準備する こ と がで き た。 児童は物
見遊山の意識で参加 し よ う と する態度が改ま っ た。
そのため， 事前学習や班行動での取 り 決め も ス ム
ーズに行われた。
イ . 話 し合いの実際 2 (実施当 日 )
園盟 校長， 学級担任， 合計時
修学方制子 l 日 目 ， 児童就寝後， 引率者会を実施
した。 大き な問題点はなかっ たが， 2 日 目 の活動
を見据え話 し合 う こ と が必要 と 判断 した。 主担当
の筆者が引 率者を一室に招集 した。 準備 した も の
は， 旅行の しお り と 筆普明具のみ。
まず， 改善点 と 問題点を全員で出 し合っ た。 問
題点 と して， 観光地の案内板やパスガイ ドの話か
ら学ぶ意識が薄い。 観光地での歩き方が悪い。 エ
レベー タ ーで親切 に さ れた と き お礼の言葉を言え
ない。 ホテルの廊下で会話する と き の声が大き い。
パス の中で眠 り たい人に自由藍 して静かに し よ う と
しない。 観光地でほかの人 と かかわろ う と する意
識が低いな どの話が 出 さ れた。 以上の よ う な課題
をふま えて， 2 日 目 の 目 標を 1000を'"'-''"'-''"'-'す
る j と い う 簡潔な文体でま と めた。
i 学を修め る
註 周 り を気遣 う
出 かかわ り を持つ
c ) その後の様子
引率者会で話 し合っ た こ と は， 次の 自 の朝食時
に主担当 が説明 した。 ヲ |率者 4 名 の指導方針が共
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有 さ れ， 児童lこ石信忍する場を設けた こ と で， 問題
行動は極めて少ない一 日 と な っ たo あ る 児童は，
「今 日 のめあての 『学を修め る』 に注意 して案内
板を し っ か り 読んでき た よ 。 」 と 言っ ていた。 2
日 目 は さ ら に有意義な一 日 と な り ， 児童を帰宅 さ
せてか ら の引率者会では， 課題が出 さ れる こ と は
ほ と ん どなかっ たO
(3) 教育相談での取組み
a ) 時期 と その背景
1 1 月 下旬， 特別支援児童Aの暴力的な行動が多
く なっ て き たため， 臨時の教育相談を行 う こ と に
な っ た。 A児の親学級担任の筆者が ホ ワ イ ト ボー
ドに よ る議論の可視化を提案 した と こ ろ， 担任お
よび参会者の同意を得た。
b ) 実践内容
ア. 準備
個人情報を扱 う ため場所を校長室 と し， 小型ホ
ワ イ ト ボー ド と マーカー準備 した。
イ . 話 し合いの実際
閤圃 市職員， 事務職員を除く 全職員 9 名
筆者が発言促進者 と な り 話を進めた。 これま で
A児に対 し手厚い指導を継続 してき たに も かかわ
らず， 心理的な面で、の成長が見 られなかっ たので，
重い空気が漂っ ていた。 原因追究に終始 しない よ
う ， 未来志向型の問題解決に向け， 教育相談の 目
的 と 現時点でのA児の よ さや成長 した点を確認 し
てから話を進めた。
- 目 的 A児の健やかな成長を促す
成長 し て い る 面が複数あ る こ と を再認識 し共
通理解 した こ と で， 参会者の気持ちが少 し軽 く な
っ た よ う だっ た。 そのこ と も影響 して様々 な情報
が 出 さ れた。 A児の家庭に要因があ り そ う だがそ
の情報が入手 しに く く 不足 している こ と ， A児が
精神的 に追い込まれてい る こ と な どが分かっ て き
た。 全職員が手分け して， 終 日 彼の様子を見てい
き勇気づけてい く こ と や周 囲の児童に も彼の よ さ
を認識 さ せてい く こ と が確認 さ れた。 ホ ワ イ ト ボ
} ドに議論 を可視化 した こ と で， 議論に集 中 し
様々 な視点か ら状況を推察でき た。 参会者は決ま
っ た こ と をメ モに と り 指導にし 、か していた。
c ) その後の様子
その後， 全職員でA児の1譲子 と 育ち を見守る こ
と ができ た。 その後 も取 り 組みは訓封寵 さ れている。
一人の児童を全職員で育て る と い う 意識を強め る
こ と に もつなが っ たo
写真 3 . 意見が書き込まれたホ ワ イ ト ボー ド
(4) 新規活動創出での取組み
a ) 時期 と その背景
特定学年児童 の ド リ ルタ イ ム の実施態度改善
のために， 各学級で行われている ド リ ルタ イ ム を
全校で、行っ て は ど う か と い う 案が 出 さ れた。 その
後， 学習部担当の筆者 ら の声がけに よ り ， 全校 ド
リ ルタ イ ム の 目 的を確認 し手立てを検討する場を
持 っ たo
b ) 実践内容
ア . 準備
上記の話題が生 じた と き の昼休み， たまたま職
員が集ま る こ と のでき る わずかな時間が生 じた。
立 ち話だ、っ たので， 物品の準備は しなかっ た。
イ . 話 し合いの実際
医週 管理職， 担任， 養護教諭ほか合計 9 名
短時間の話 し合いで、あ っ たが 「何にで も一生懸
命やる気持ち を高めるJ 1本校の よ い伝統を引 き継
ぐ」 と い う 目 的が確認さ れ， 児童への説明担当者
や学習場所や学年配列な どが次々 ど 決め られた。
問題意識を共有 してい る も のに関 しては取 り 決め
も 素早 く 行われる こ と が明 ら かに な っ た。
c ) その後の様子
目 的が全職員及び児童に理解 さ れて か ら 実施
さ れた こ と も あ り ， 意思統一 して問題解決に向 う
こ と ができ たので， 一定の成果を納 め る こ と がで
き た。 その後 も定期的に全校 ド リ ノレタ イ ムは行わ
れてい る。
(5) 普及 と 広が り
学校研究の研修会では， 開かれた質問 な ど に よ
る 発言の促 しゃホ ワイ ト ボ} ド等を用いた議論の
177 
可視化は， 話 し合いの活性化や意思統一につなが
っ ている。 その成果に基づき ， 必要な備品や書籍
な どの整備が進んだ。 筆者のみな らず養護教諭や
学習部主任な ど， ほかの同僚職員 も話 し合いの可
視化を よ り よ い問題解決や価{直滑り造に役立ててい
る。 既に 9 名 中 5 名 (筆者含む) の職員が話 し合
いの可視化を試みている。 若手教諭は 自 主的にフ
ア シ リ テー シ ョ ンの研修会に参加 した り ， 筆者が
買い揃えた関連図書に 目 を通 した り している。
そ して， 現在， 来年度の教育課程についての話
し合いを してい る が， どの部会でも ， 目 的 (ね ら
い) の確認 と 手立ての吟味は， 教育活動や校務の
精選に有効に作用 している。
既に試みている，� - 4 
グラ フ 2. 議論の可視化についてのア ンケー ト
4 考 察
(1) 活動の 目 的を念頭に置いた話 し合い
立場や役割をふま え， 話 し合い を立ち上げ る ，
発言を促す， ま と め る 立場にあ る者が， そ も そ も
誰のため何のための教育活動なのか， 活動の 目 的
を集団で確認させる こ と は， 確かな合意形成 と 共
通理解に よ る指導の一致， それに よ る教育効果の
向上に寄与する こ と につながっ た。 しかし， 先の
実践 (修学旅行打合せ， 教育相談， 新規活動検討)
の よ う に， あ ら か じめ教育課程の 中 に位置づけ ら
れていない も のが多い。 本人及び同僚職員が必要
性を感 じ話 し合 う 機会を設けた際， どんなに忙 し
く と も 目 的の有産認 (話 し合い 自 体の 目 的， 当該教
育活動の 目 的) をする こ と が， 適切な手立て を創
出 させ当該教育活動の充実につなが る と いえる。
ま た， 目 的を分析する 際に 1000を""-'''''-'''''-'す
る J (名詞 + を +他動詞) と し づ 表記に統一する こ
と は， 学校研究の 目 的確認や修学旅行事前打合せ
会の実践の よ う に， 教育効果を客観的に見定め る
(外か ら見る) 働 き が あ っ た。 会議では， 1ね ら い
( 目 的) はお読み く だ さ い。 」 と 省かれる こ と が多
いが， 目 的を確認 ・ 吟味する こ と は， 適切な手立
ての検討や活動後の振 り 返 り において効果的であ
る と 考え る。 その方が， R-PDCA の循環に組み込み
やす く ， 改善案や代替案を練る と き の拠 り 所にな
る と いえ る。
さ ら に， 先のち ょ んは， I 目 的 (ね ら い) が長文
の場合， でき る だけ短文化 して提示 したほ う が分
か り やすい」 と 述べてい る。 様々 な教育活動が混
在する学校現場では， 記憶を持続 さ せる こ と も重
要な要素である。 修学旅行では， 目 的が短い分キ
ー ワ ー ドが浮 き 上が り ， 共通の指針 と して念頭に
置き指導にあた る こ と で、協働性が高ま っ た。
加えて， 目 的には， 学校経営基本方針の よ う に
長期的 な展望を想起す る も の と ， 行事や生徒指
導 ・ 教育相談の よ う に短期的に達成すべき も の，
学校研究の よ う にそれ ら が融合 した も の と がある。
図 2 の樹形図が示すよ う に， 長期的な展望を持つ
こ と で今行っ ている活動の位置や意義が分か り ，
具体的に ど う 取 り 組むかが見えて き た。
(2) 議論の可視化を取 り 入れた話 し合い
1 出 さ れた意見の関連性が分かる ので， 強
想を{早 L 話 し 合いが活性信 しやすい。
2 目 的やね ら い ， 何をやる の かが言語化さ
れ 明 示 さ れ て い る ので， 話題か ら それ な い
で話し合 う こ と が で き る 。
3 話 し合っ た こ と が紙やボー ド に 残 っ て い
る ので漏れや重複がi官る。
4 話 し 合 い の な が れやいき さ つ が 分か り 合
意が形成 しやすい。
5 1 枚の ボー ド や用紙にみん な の 意見が ま
と め ら れてい く の で rみんなで考 え 創 り
あ げて い く んだJ と い う 気持 ち に な る 。
6 一人ひ と り の意見が そ の ま ま 書かれ る こ 6 と で， 意見が尊重 さ れた感 じ が す る 。
7 無記名 で書 く こ ど で1 意見 と 人を 切 り 分
け る の で， 立持や役割を離れ一人ひ と り の 4 
意見が対等に級われた印象 が あ る 。
8 参加者がイ メ ー ジ し た言葉の不一致が少
ない。
9 ホ ワ イ ト ボー ドや黒板な ど に視線が集中 二斗Eする た め， r と も に考 え よ う J と す る 意 識が 高 ま る。
グラ 7 2 ， 議論の可視化の長所
(回答者 8 名 ， 複数回答)
グラ フ 2 の ア ンケー ト 1 や 4 の結果に表れてい
る よ う に， 議論の可視化は発言や思考の活性化に
効果が ある。 文言が残る こ と に よ り ， 関連性や独
自 性， 重要度や時間の推移な どが分か り ， 思考の
拠 り 所が増加する こ と に起因する と 考え られる。
「授業をする と き に必要な板書 と い う 行為は， そ
のまま議論の可視化につなが る。 」 こ と を指摘 した
同僚職員がいた。 授業で も協議で も ， 可視化する
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こ と は思考を促 し， 活発な発言を生み， 理解や合
意 (授業では結論づけや一般化) を助け る こ と が
共通 している。 教師が 日 頃研鎖 して き た板書 と い
う 技術をそのま ま応用でき る こ と は， 普及面でも
大き な長所 と な り 得る と いえる。
ま た， ア ンケー ト 5 や 6 の結果か ら ， 教員の共
創意識を高めている こ と も分かる。 同 じ紙面に書
かれる こ と ， どんな意見でも認め られる こ と は，
共同作業の履歴， 集団思考の履歴 と して残る と い
う よ さ に加 え， 教員間の コ ミ ュ ニケーシ ョ ンを 円
滑にする こ と につなが り ， 協働性を生 じ させる。
物品の準備や場の設定にひ と 手間かかるが， 手間
以上の成果が得 られる と 考え られる。
さ ら に， カ メ ラ で撮影 し残 した も のは， 参会者
同士で実施後のキ菜子を評価する 際に有効であ り ，
記録に起こす手間 も省 く こ と も でき る。
(3) 発言促進者， 共創支援者 と してのかかわ り 方
筆者は役割や立場 (校務分掌， 年齢) を意識 し
て， 話 し合いを運営 して き た。 出番を意識する と
し ない と では， 校内のキ菜子を見る意識が大き く 異
な っ た。 立場や役割をふま え， 出すぎて も待ちす
ぎて も よ く ない。 大事なのは学校経営への参画意
識 と 指導への熱意である と 考 え られる。 学校現場
では， 教員の年齢層が上が り ， 年功序列的に 立場 ・
役割が変容 してき た これま で と は異な り ， 何度か
繰 り 返 さ れる 同様の立場 ・ 役割の中で， いかにや
り がいを持っか ・ 保っかが課題 と なっている。 発
言促進者， 共創支援者 と して同僚職員にかかわ り ，
学校力が高ま っ た こ と を実感でき る よ う にな る こ
と も ， や り がし 、の一つにな る と 考え られる。
5 到達点 と課題
(1) 到達点 (研究テーマに関する成果や達成度)
①話 し合いの質について
グラ フ 3 の結果は以下の こ と を示 している。
. I"j 的を明確化 し共有する こ と で， 最終利益享受
者であ る児童の育ち を中心と した話 し合いがな さ
れている。
- 話 し合いでは， 全員に意見を言 う 機会が用意 さ
れ， 議論の積み重ね と 決定が あ り ， 結果に納得 し
ている。
- 安心 して意見を言える環境にあ り ， 話 し合いへ
の参加度は高い。
以上の点か ら， 本研究での取組みが， 目 的か ら
逸れない話 し合い， 合意形成に至る適切な過程の
pp. 156-170， 1998 
横田尚哉 『ワ ン ラ ン ク 上の問題解決の技術 (実践
編) J]， pp. 84-150， 
的Aのために (一つの) 手段B を と る 」 と いっ た
畠線思考の段階にあ る。 その段階か ら 「手段 B や
CやD な ど複数考案 し選択・ 融合するj 平面思考，
そ して， [" 目 的Aへの先を見越すj 立体思考へ と 思
考の段階を上げてい く こ と で， 児童 ・ 生徒に対す
る指導の最適化を 目 指す。
・ 同僚職員個々 の研修意欲を促 し， 知的資源を増
やす取 り 組みを並行 して行 う 。 手段の検討や構想
の練 り 上げの際， 経験 と 情報が不可欠だか らであ
る。
②時間の有効活用
グラ フ 3 の x お よ び w の結果は， 話 し合いにつ
いて， 時間厳守に よ る信頼構築 と 話 し合いの効率
性の評価が低い こ と を示 している。 話 し合いの場
と 時聞が確保 さ れた ら ， 話 し合 う 内容を精選する
こ と と ， 必要な時間 と 運用でき る 時間 をす り 合わ
せ最適な時間配分にする こ と に努め， 継続 ・ 習慣
化 していく 必要があ る。
pp. 20-47， 2010 
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習慣化，
分かる。
②判交力の高ま り について
実践例にあ る ， 教育相談で決定 した指導事項や
新規活動 と しての全校活動は現在も継続 し， A児
や特定学年児童の変容に寄与 している。 発言を促
進 し共倉iJを支援する こ と で協働性が促進 さ れ， 結
果 と して教育効果が上が る と いっ た よ い循環が生
じている。
(2) 乱喧
前述の到達点をふま え， 以下の点に留意する こ
と に よ り ， 朝交力の向上を 図 る。
①話 し合いの質の向上
・ よ り 的確な手段を追究 してい く ため， 武 田 ら が
提唱 している多様な思考の枠組みを用意 し， 内容
や必要に応 じて使 う こ と も視野に入れる。 現在 「 目
同僚性の向上 と いっ た成果を得た こ と が
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